
主催：環境省中国四国地方環境事務所高松事務所
　　　四国環境パートナーシップオフィス（四国 EPO）

業務受託団体：NPO法人えひめグローバルネットワーク

地域の独自の活動から
持続可能な社会・地域の可能性を考えよう！
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NPO 法人えひめグローバルネットワーク

〒790-0803 愛媛県松山市東雲町 5－6
TEL：089-993-6271
FAX：089-993-6227
E-mai l：wakuwaku@egn .or . jp

14:00 ～ 17:30

1 月 30 日（土）

平成 28 年

とき

対象：地域に興味があるNPO、学生、一般の方

　　　など、どなたでもご参加いただけます。

あなたの取り組みを「ESD の視点」で学ぶ

WEEK 神山STAY＆WORK
〒771-3421 徳島県名西郡神山町下分字地野 57

電話：050－2024－4956

ところ

本研修は、環境省「平成 27 年度 ESD環境教育プログラム実証等事業に係る ESD環境教育プログラムの
          　　　　　　   　　　　　作成 ・展開業務（四国地方）」の人材育成研修事業として行うものです。

ESD 研修交流会（神山町）

参加費：無料

（徳島バス「徳島駅」発「神山高校前」下車後、徒歩約 10 分）



■ ESD ってなに？

■ 当日のプログラム
13：45　受付開始

14：00　開会
　　　　　
14：05　ESD とは？

14：20　「地域を知る」フィールドワーク

　　　　案内人：NPO 法人グリーンバレー　

　　　　　　　　事務局長　河野公雄氏、仁木島昭氏

　
16：30　事例提供＆ワークショップ

　　　　事例提供者：神山塾　西川萌子氏

　　　　ファシリテーター：NPO 法人持続可能な開発のための教育推進会議（ESD-J）

　　　　　　　　　　　　　四国担当理事　竹内よし子氏
　　　　　
17：25　挨拶　環境省中国四国地方環境事務所高松事務所

17：30　終了

ESD の SD（Sustainable Development）は、「将来世代のニーズを損なうことなく、現世代のニー

ズを満たす開発」 や 「人間を支える生態系が有する能力の範囲内で営みながら、 人間の生活

の質を向上させること」 と定義されています。

そのための教育 （学び） が ESD （Education for Sustainable Development） であり、 持続

可能な社会を実現する３つの要素 「環境」 「経済」 「社会 ・ 文化」 のそれぞれの視点で物事

を捉え、 行動できる人を増やしていくことをめざしています。

国立教育政策研究所　教育課程研究センター
「ESD の学習指導過程を構想し展開するために必要な枠組み」 から一部引用

･････････････…･･･ 参加申込み･･…････････････････

ESD の考え方を
理解する

現場で
活かせる

プログラムづくり
のスキル

違いを
活かせる
つながり方
の習得

参加者同士の
情報交換

本研修で期待できること･･･

※当日は、モザンビーク料理の試食があります。
※翌日に SDGs（持続可能な開発目標）の研修会も開催されます。

■ お申込みいただきました個人情報につきましては、本事業のみに限り活用することとし、他に転用することはありません。

氏　名 所　属 連絡先


